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昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
開
館
し
た
当
館
は
、
建
設
費
一
億
五
千
万
円
の

う
ち
の
お
よ
そ
三
分
の
二
と
い
う
、
非
常
に
多
く
の
寄
付
を
得
て
建
設
さ
れ
た
。
こ

の
寄
付
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
本
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
付
近
に
設

置
さ
れ
た
寄
付
銘
板
を
は
じ
め
と
す
る
品
が
あ
る
が
、「
琵
琶
湖
文
化
館
建
設
費
協

力
箱
」（
以
下
、「
当
館
募
金
箱
」
と
記
す
）
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

当
館
募
金
箱
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
二
月
十
一
日
に
開
催
し
た

「
新
し
い
琵
琶
湖
文
化
館
に
関
す
る
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅳ
」
に
て
展
示
し
、
あ
わ
せ

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
が
実
際
に
当
館
募
金
箱
に
寄
付
金
を
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
機
会
を
設
け
た（
一
）。
こ
れ
に
あ
た
っ
て
、
当
館
募
金
箱
に
つ
い

て
紹
介
し
、
ま
た
寄
付
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

本
稿
執
筆
の
動
機
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
当
館
募
金
箱
に
つ
い
て
の
基
本
情
報
と
、
設
置
さ
れ
た
滋
賀
会

館
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
つ
ぎ
に
、
日
本
に
お
け
る
募
金
お
よ
び
寄
付
活
動
を
概
観

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
き
た
募
金
箱
の
事
例
を
あ
げ
つ
つ
、
そ

の
形
態
を
三
つ
に
分
類
す
る
。
昭
和
期
に
は
募
金
お
よ
び
寄
付
活
動
が
多
様
化
・
活

発
化
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
に
琵
琶
湖
文
化
館
の
活
動
を
位
置
付
け
た
い
。
さ
ら

に
は
、
令
和
の
当
館
へ
の
寄
付
活
動
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

当
館
募
金
箱
の
概
要

　

琵
琶
湖
文
化
館
の
建
設
費
協
力
箱
（
図
１
）

　
　

総
高
一
〇
六
・
五
、
幅
三
七
・
〇
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　　

木
製
で
全
体
に
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
た
箱
。
断
面
が
一
辺
三
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

正
三
角
形
の
三
角
柱
を
な
し
、
上
部
の
奥
側
に
は
三
角
柱
を
横
向
き
に
置
い
た
形
の

作
り
出
し
を
取
り
付
け
る
。
ま
た
天
面
に
は
幅
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
孔
が
開
け
ら

れ
、
こ
こ
に
金
銭
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。
色
は

や
や
褐
色
が
か
っ
た
桃
色
で
、
下
部
の
桟
は
え
ん
じ
色
を
呈
す
る
。
背
面
と
見
ら
れ

る
面
に
は
、
薄
く
白
色
の
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て
お
り
、
下
部
に
は
金
銭
を
取
り
出
せ

る
小
さ
な
口
が
開
け
ら
れ
、
蓋
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

図１　琵琶湖文化館の建設費協力箱
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当
館
募
金
箱
に
は
、
赤
と
黒
の
二
色
を
組
み

合
わ
せ
て
、
こ
の
箱
に
入
れ
ら
れ
る
協
力
金
の

用
途
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
側
面
に
は
左
右
二

箇
所
に
縦
書
き
で
「
三
月
二
〇
日
開
館
／
琵
琶

湖
文
化
館
の
／
（
展
望
閣　

博
物
館　

美
術
館　

水
族
館　

プ
ー
ル
）
／
建
設
に
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
、」、
上
部
の
作
り
出
し
に
は

横
書
き
で
「
３
月
20
日
開
館
／
琵
琶
湖
文
化
館

／
建
設
費
協
力
箱
」
と
記
さ
れ
る
。

　

こ
れ
と
同
じ
も
の
が
合
計
四
点
あ
り
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
ご
ろ
ま
で
当
館

五
階
の
屋
根
裏
部
屋
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
こ
れ
ら
を
取
り
出
し
て
、
新
し

い
琵
琶
湖
文
化
館
へ
の
機
運
醸
成
を
図
る
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

滋
賀
会
館
と
当
時
の
設
置
状
況

　

こ
れ
ら
当
館
募
金
箱
は
、
か
つ
て
滋
賀
県
庁
舎
の
ほ
ど
近
く
に
あ
っ
た
滋
賀
県
立

滋
賀
会
館
（
大
津
市
京
町
三
丁
目
四

−

二
二
、
現
在
の
N
H
K
大
津
放
送
局
の
場

所
に
位
置
す
る
）
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
（
図
３
）。

　

滋
賀
会
館
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
六
月
に
開
館
し
た
、
地
上
五
階
、
地

下
一
階
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
で
、
当
時
の
大
津
市
域
の
文
化
・
経

済
の
拠
点
と
い
え
る
施
設
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
館
の
前
身
で
あ
る
滋
賀
県
立

産
業
文
化
館（
二
）
の
ほ
か
、
収
容
定
員
一
四
〇
八
名
の
大
ホ
ー
ル（
三
）
や
、
多
目
的
ホ
ー

ル
の
中
ホ
ー
ル
、
県
立
図
書
館
、
ホ
テ
ル
、
結
婚
式
場
、
様
々
な
専
門
店
が
並
ぶ
地

下
街
、
農
協
関
連
の
各
事
務
室
、
貸
事
務
所
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
地
下
は
県
庁

舎
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
人
々
が
集
う
場
所
で
、
映
画
事
業
で
は
最
も
多
い
年
で
年

間
二
十
六
万
人
（
昭
和
三
十
年
）、
図
書
館
に
は
十
二
万
人
（
昭
和
三
十
三
年
）
が

訪
れ（
四
）、
ま
た
地
下
街
に
は
多
く
の
人
が
行
き
交
い
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

当
時
の
滋
賀
会
館
の
館
長
は
、
産
業
文
化
館
の
初
代
館
長
で
あ
り
、
の
ち
の
琵

琶
湖
文
化
館
初
代
館
長
で
も
あ
る
草
野
文
男
（
一
九
〇
六
〜
一
九
八
五
）
で
あ
っ
た
。

草
野
は
昭
和
三
十
一
年
三
月
ま
で
滋
賀
会
館
と
産
業
文
化
館
の
館
長
を
兼
任
し
て

い
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
に
滋
賀
県
立
短
期
大
学
事
務
部
長
に
転
出
、
昭
和

三
十
四
年
二
月
に
滋
賀
会
館
と
産
業
文
化
館
に
再
着
任
す
る
と
、
琵
琶
湖
文
化
館
建

設
の
構
想
を
描
き
、
建
設
費
協
力
金
を
集
め
る
活
動
の
中
心
を
担
っ
た
。
対
象
も
手

法
も
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
て
寄
付
を
募
っ
た
草
野
は
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
あ
っ
た
。

　

草
野
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
当
館
募
金
箱
は
、
昭
和
三
十
四
年
六
月
五
日
か
ら
昭

和
三
十
六
年
三
月
ま
で
の
一
年
十
箇
月
の
間
、
協
力
金
を
受
け
入
れ
、
合
計
で

七
〇
五
〇
円
募
金
さ
れ
た（
五
）。
琵
琶
湖
文
化
館
建
設
へ
の
寄
付
金
は
最
終
的
に
は

一
億
円
以
上
と
な
っ
た
た
め（
六
）、
総
額
か
ら
す
る
と
当
館
募
金
箱
へ
の
寄
付
は
ご

く
少
額
と
い
え
る
。
な
お
草
野
は
、
当
館
募
金
箱
に
つ
い
て
「
も
っ
と
も
あ
れ
は
あ

ま
り
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
が
ね
。（
笑
）」（
七
）
と
語
っ
て
お
り
、
当
時
か
ら
当
館
募
金

箱
へ
の
寄
付
は
少
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
滋
賀
会
館
に
設
置
さ
れ
た

当
館
募
金
箱
は
、
南
玄
関
、
ロ
ビ
ー
、

大
ホ
ー
ル
改
札
所
、
産
業
文
化
館
の

四
箇
所
に
置
か
れ
た
。『
琵
琶
湖
文

化
館
創
建
記
念
誌
』
で
は
設
置
場
所

ご
と
に
月
別
で
受
け
入
れ
金
額
を
整

理
し
て
お
り
、
こ
れ
を
グ
ラ
フ
と
す

る
と
図
４
の
棒
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

あ
る
。
設
置
さ
れ
た
月
は
、
い
ず
れ

の
箇
所
も
金
額
が
大
き
く
、
当
館
募

金
箱
を
設
置
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
当
初
は
話
題

性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
額

図２　当館募金箱の上部

図３　県立滋賀会館全景
　　　（『滋賀会館20年誌』（1974年）より転載）
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の
多
い
設
置
場
所
は
人
通
り
の
多
い
南
玄
関
で
、
次
に
多
い
の
が
三
階
の
産
業
文
化

館
で
あ
っ
た
。
三
階
に
位
置
し
て
い
る
も
の
の
、
産
業
文
化
館
の
狭
隘
か
ら
琵
琶
湖

文
化
館
の
設
置
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
要
望
を
反
映
す
る
金

額
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
産
業
文
化
館
は
最
初
の
月
以
外
は
折
れ
線
グ
ラ

フ
で
示
し
た
参
観
者
数
と
お
お
む
ね
相
関
が
あ
っ
た
。

　

な
お
当
時
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
銭
単
位
の
貨
幣
の
流
通
が
停
止
、
昭
和
三
十
年

か
ら
現
在
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
一
円
貨
幣
の
流
通
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で
、
当
館
募
金

箱
に
入
れ
ら
れ
た
金
種
は
一
円
単
位
が
多
か
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

　

当
館
の
古
写
真
に
、
当
館
募
金
箱
を
写
し
た
も
の
が
二
枚
あ
る
。
い
ず
れ
も
昭
和

三
十
五
年
十
月
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
、
図
５
は
南
玄
関
の
壁
際
に
設
置
さ
れ
た
も

の
、
図
６
は
大
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
で
円
柱
を
背
に
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る（
八
）。
三
角
柱
の
特
徴
的
な
形
の
募
金
箱
で
あ
る
が
、
円
柱
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ

て
も
、
省
ス
ペ
ー
ス
で
か
つ
視
認
性
が
高
い
作
り
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

図５　当館募金箱（南玄関）

図６　当館募金箱（大ホールロビー）

図４　設置場所別の募金額および産業文化館参観者数

昭和34年

南玄関募金額 ロビー募金額 大ホール改札所募金額 産業文化館募金額 産業文化館参観者数

昭和35年 昭和36年

（単位：円） （単位：人）
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と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
十
五
年
の
写
真
に
写
る
当
館
募
金
箱
は
、
側
面
に
「
明
春
二

月
完
成
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
今
あ
る
「
三
月
二
〇
日
開
館
」
と
書
か
れ
た
も
の

と
は
文
字
が
異
な
る
。
現
在
の
当
館
募
金
箱
を
注
視
す
る
と
、「
三
月
二
〇
日
開
館
」

の
部
分
は
ペ
ン
キ
の
色
が
わ
ず
か
な
が
ら
異
な
り
、
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ

て
い
る
上
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
開
館
日
が
決
定
す
る
と
書
き

換
え
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
昭
和
三
十
四
年
の
設
置
当
初
か
ら
開
館
日
の
記
載

を
都
度
更
新
し
な
が
ら
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

募
金
・
寄
付
行
為
と
様
々
な
募
金
箱

　

前
節
ま
で
で
当
館
募
金
箱
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
一
般
的
な
募
金
箱
の

形
態
を
、
募
金
・
寄
付
行
為
の
変
遷
と
と
も
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

現
在
の
よ
う
な
募
金
（
金
銭
を
募
る
こ
と
）
お
よ
び
寄
付
（
金
品
を
贈
る
こ
と
）

の
活
動
は
、
も
と
は
日
本
に
は
な
く
近
代
以
降
に
欧
米
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え

る
む
き
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
古
く
か
ら
日
本
に
お
い
て
は
、
募
金
行
為
は
勧
進
（
社

寺
や
仏
像
の
建
立
、
修
理
な
ど
の
た
め
に
広
く
人
々
に
善
根
功
徳
に
な
る
と
勧
め
て

金
品
の
寄
付
を
募
る
こ
と
。
ま
た
は
出
家
姿
で
物
を
も
ら
っ
て
歩
く
こ
と
）、
ま
た

寄
付
行
為
は
寄
進
（
神
社
や
寺
院
に
、
金
銭
や
物
品
を
寄
付
す
る
こ
と
）
と
し
て
、

浸
透
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
た
だ
し
信
仰
に
基
づ
く
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

そ
の
背
景
が
全
く
異
な
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
不
特
定
多
数
か
ら
の

金
銭
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
い
っ
た
ん
金
品
を
入
れ
た
ら
容
易
に
は
取
り
出

す
こ
と
の
で
き
な
い
箱
と
し
て
は
、
社
寺
の
賽
銭
箱
が
思
い
つ
く
。
賽
銭
箱
に
関
す

る
先
行
研
究
に
は
、
古
く
は
柳
田
国
男
『
日
本
の
祭
』（
九
）
の
「
参
詣
と
参
拝
」
が
あ
り
、

賽
銭
箱
は
氏
子
以
外
の
他
所
か
ら
参
詣
し
た
人
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
と
い
う
。
奉
る
も
の
は
金
銭
だ
け
で
は
な
く
、
紙
に
洗
米
を
包
ん
だ
「
オ
ヒ
ネ
リ
」

や
、
布
帛
と
み
ら
れ
る
「
ヌ
サ
」
も
あ
っ
た
。

　

賽
銭
箱
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
賽
銭
箱
ら
し
き
箱
が
絵

画
作
品
に
描
か
れ
る
こ
と
は
鎌
倉
時
代
か
ら
あ
り
、
神
奈
川
県
・
清
浄
光
寺
（
遊
行

寺
）
の
国
宝
・
一
遍
聖
絵
で
は
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
に
描
か
れ
た
第
四
巻
第

四
段
に
お
い
て
、
因
幡
堂
の
広
縁
中
央
に
、
長
方
形
で
四
本
の
脚
が
つ
い
た
賽
銭
箱

ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る（
一
〇
）。
以
降
、
近
世
に
至
る
と
多
く
の
社
寺
に
お
い

て
賽
銭
箱
が
設
置
さ
れ
、
貨
幣
経
済
の
庶
民
社
会
へ
の
浸
透
と
と
も
に
、
賽
銭
行
為

は
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

さ
て
明
治
期
に
至
る
と
、
近
代
化
に
よ
り
国
家
の
社
会
構
造
も
大
き
く
変
化
す
る

な
か
で
、
慈
善
活
動
と
い
う
新
し
い
社
会
的
動
向
が
現
れ
た
。
慈
善
事
業
家
・
社
会

事
業
家
た
ち
は
社
会
問
題
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
寄
付
を
通
じ
て
社
会
の
福
祉
向

上
を
目
指
し
た
。
さ
ら
に
は
実
業
家
に
よ
る
慈
善
事
業
も
行
わ
れ
、
特
に
渋
沢
栄
一

は
多
く
の
企
業
の
設
立
に
際
し
寄
付
を
募
る
と
と
も
に
、
自
ら
多
額
の
寄
付
も
し
た
。

ま
た
、
明
治
・
大
正
期
に
は
、
国
民
に
よ
る
全
国
的
な
寄
付
の
取
り
組
み
も
徐
々
に

増
加
し
た
。
例
え
ば
明
治
神
宮
外
苑
の
造
営
に
際
し
て
行
わ
れ
た
寄
付
活
動
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
国
家
的
規
模
の
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、
広
範
な
国
民
の
支
持
と

寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

寄
付
に
よ
る
博
物
館
建
設
も
明
治
期
か
ら
み
ら
れ
る
。
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館

の
表
慶
館
は
、
二
万
四
千
人
近
く
の
賛
同
者
を
集
め
て
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

に
着
工
、
七
年
か
け
建
設
さ
れ（
一
一
）、
ま
た
日
本
の
公
立
美
術
館
と
し
て
最
も
古
い

東
京
都
美
術
館
は
実
業
家
に
よ
る
寄
付
に
よ
っ
て
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
建

設
さ
れ
た（
一
二
）。
ほ
か
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
開
館
し
た
大
阪
城
天
守
閣
も

建
設
費
全
額
が
寄
付
に
よ
る
も
の
で（
一
三
）、
当
時
の
人
々
の
歴
史
や
文
化
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
戦
後
の
復
興
期
に
は
、
よ
り
多
様
な
募
金
・
寄
付
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
二
十
二
年
に
厚
生
省
（
現
在
の
厚
生
労
働
省
）
が

提
唱
し
た
「
国
民
た
す
け
あ
い
運
動
」（
現
在
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
）
を
は
じ

め
、
社
会
福
祉
事
業
を
支
援
す
る
た
め
の
資
金
が
広
く
募
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和

三
十
九
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
も
活
発
な
寄
付
活
動
が
行
わ
れ
、

整
備
や
運
営
が
支
え
ら
れ
た
。
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戦
後
の
多
様
な
募
金
活
動
の
な
か
で
見
ら
れ
る
募
金
箱
は
、
大
き
さ
は
様
々
で
あ

る
。
例
え
ば
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
小
型
で
手
に
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
持
ち
運
び

が
容
易
で
駅
前
等
の
人
の
集
ま
る
場
所
で
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
に
適
し
た
形
状
で

（
図
７
）、
現
在
の
募
金
活
動
で
も
一
般
的
な
形
態
で
あ
る
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
同
時
期
に
始
ま
っ
た
が
数
年
限
り
で
あ
っ
た
日
本
赤
十
字

社
の
白
い
羽
根
共
同
募
金
の
箱
は
、
対
照
的
に
大
型
で
置
き
型
の
も
の
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
人
の
行
き
交
う
橋
上
に
「
無
人
ス
タ
ン
ド
」
と
書
か
れ
た
募
金
箱
が
設

置
さ
れ
た（
一
四
）。

　

こ
う
し
た
大
型
の
置
き
型
の
募
金
箱
の
例
は
、
東
京
都
渋
谷
区
の
忠
犬
ハ
チ
公
再

建
の
た
め
の
募
金
箱（
一
五
）
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
募
金
箱（
一
六
）
等
の
存
在

を
新
聞
社
の
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
は
当
館
の
募
金

箱
と
同
様
、
大
人
の
腰
高
程
度
の
大
き
さ
、
手
作
り
風
の
木
製
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、

資
金
が
必
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
と
は
逆
に
、
常
設
の
募
金
箱
と
し
て
昭
和
後
半
に
設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
利

用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
昭
和
五
十
七
年
に
新
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
二
十
五

周
年
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
た
、
ラ
イ
オ
ン
の
像
を
と
も
な
う
募
金
箱
は
、
人
通
り

の
多
い
新
橋
駅
前
Ｓ
Ｌ
広
場
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

大
型
の
置
き
型
の
募
金
箱
は
令
和
に
も
多
く
あ
る
が
、
現
在
は
透
明
な
ア
ク
リ
ル

製
で
内
部
が
見
え
る
も
の
が
多
い
（
近
年
は
募
金
箱
の
大
き
さ
を
問
わ
ず
中
身
が
見

え
る
も
の
が
多
い
）。
博
物
館
に
も
近
年
設
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
募
金
箱
が
あ
る
が
、

多
く
は
中
身
が
見
え
、
ど
の
く
ら
い
募
金
が
集
ま
っ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
金
種
が
多

い
か
な
ど
が
直
感
的
に
分
か
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
（
図
８
）。

　

こ
の
ほ
か
、
置
き
型
で
は
あ
る
が
小
さ
な
募
金
箱
も
、
昭
和
期
か
ら
現
在
ま
で
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
当
館
募
金
箱
と
同
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
浜
松
城
を
か
た
ど
っ

た
陶
製
の
「
浜
松
城
再
建
募
金
箱
」（一
七
）
が
あ
り
、
募
金
箱
の
形
が
用
途
を
直
接
的

に
表
し
て
い
る
。

　

以
上
、
か
な
り
雑
然
と
募
金
箱
の
例
を
あ
げ
て
き
た
が
、
昭
和
期
以
降
の
募
金
箱

を
大
き
さ
と
設
置
方
法
か
ら
判
断
す
る
と
、
次
の
三
類
型
に
整
理
で
き
る
。

　

①
大
型
の
置
き
型
（
屋
内
外
の
床
面
・
路
面
に
設
置
さ
れ
る
）

　

②
小
型
の
置
き
型
（
机
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
）

　

③
手
持
ち
型
（
街
頭
で
募
金
を
呼
び
か
け
る
際
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
）

　

こ
の
う
ち
当
館
募
金
箱
は
、
①
大
型
の
置
き
型
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
背
景
は

異
な
る
も
の
の
、
こ
の
分
類
だ
け
を
考
え
る
と
賽
銭
箱
は
①
大
型
の
置
き
型
に
通
じ

る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

図７　�第１回共同募金（赤い羽根共
同募金）のポスター（昭和
22年）昭和館提供

図８　�東京国立博物館平成館に設置
された募金箱

� （撮影：令和７年１月）
　　　�寄付を呼びかけるメッセージが

大きく記され、右側に透明な
アクリル製の募金箱がある
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
当
館
募
金
箱
と
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
か
ら
の
滋
賀
会
館
で

の
設
置
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
ま
た
、
昭
和
期
の
寄
付
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
な

か
で
、
そ
の
高
ま
り
を
確
認
し
つ
つ
、
当
館
と
同
じ
大
型
の
置
き
型
の
募
金
箱
を
紹

介
し
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
賽
銭
箱
に
通
じ
る
系
譜
を
思
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

明
治
期
以
降
の
博
物
館
施
設
建
設
へ
の
寄
付
活
動
と
、
昭
和
期
の
寄
付
活
動
の
高

ま
り
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
・
草
野
文
男
の
尽
力
に
よ
り
、
当
館
の
建
設
に

は
総
額
で
一
億
円
と
い
う
多
額
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。
多
く
の
人
が
訪
れ
る
滋
賀

会
館
に
設
置
さ
れ
た
当
館
募
金
箱
の
広
報
効
果
は
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
金
額
は
寄
付
金
の
総
額
か
ら
す
る
と
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
館
募
金
箱
に
お
金
を
入
れ
て
い
た
だ
い
た
人
は
み
な
、
滋
賀
会
館
の

次
に
誕
生
す
る
大
津
市
域
の
県
立
文
化
施
設
・
琵
琶
湖
文
化
館
へ
の
、
大
き
な
期
待

を
も
っ
て
寄
付
を
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
当
館
学
芸
員
の
筆
者
と
し
て
は
、
六
十
六

年
前
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
人
の
思
い
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

新
し
い
琵
琶
湖
文
化
館
の
計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
滋
賀
県
で
は
、
新
し
い
琵
琶
湖
文
化
館
の
た
め
に
寄
付
を
呼
び
か
け
て
お

り
、
日
々
各
方
面
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
皆

様
か
ら
の
寄
付
金
は
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
稿
か
ら
垣
間
見
え

る
よ
う
な
長
い
歴
史
の
一
部
と
な
る
と
、
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

�

（
た
ざ
わ　

あ
ず
さ
・
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
主
任
学
芸
員
）

註（
一
）　　

三
十
四
人
の
参
加
者
か
ら
五
三
、
〇
二
一
円
も
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

（
二
）　　

産
業
文
化
館
お
よ
び
琵
琶
湖
文
化
館
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
井
上
ひ
ろ
み
「
滋
賀
県
に

お
け
る
地
域
博
物
館
史
の
一
事
例
―
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
か
ら
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文

化
館
へ
―
」（
琵
琶
湖
文
化
館
『
研
究
紀
要
』
第
二
十
三
号
）
が
詳
し
い
。

（
三
）　　
『
滋
賀
会
館
記
念
誌
』
一
九
五
四
年

（
四
）　　
『
滋
賀
会
館
五
年
誌
』
一
九
五
九
年

（
五
）　　
『
琵
琶
湖
文
化
館
創
建
記
念
誌
』
一
九
六
一
年

（
六
）　　

昭
和
三
十
四
年
の
計
画
時
に
は
、
建
設
資
金
一
億
五
千
万
円
の
う
ち
寄
付
金
は
五
千
万

円
を
目
標
と
し
、
最
終
的
に
は
寄
付
金
九
千
万
円
、
県
費
六
千
万
円
と
し
て
県
議
会
で

議
決
さ
れ
た
。
実
際
に
は
、
現
金
の
扱
い
と
し
て
は
九
八
、
四
七
二
、
九
五
六
円
、
物

品
を
入
れ
る
と
一
〇
〇
、
九
五
七
、
〇
五
六
円
も
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
。

（
七
）　　

朝
日
新
聞
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
十
七
日

（
八
）　　

当
館
井
上
優
副
館
長
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
九
）　　

弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
二
年
。
な
お
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
版
（
二
〇
一
三
年
）
を
参
照

し
た
。

（
一
〇
）　

絵
画
か
ら
見
る
賽
銭
箱
に
つ
い
て
は
、
増
子
保
志
「「
行
為
」
と
し
て
の
賽
銭
」（
日
本

国
際
情
報
学
会
誌
『K

okusai-Joho

』
七
巻
一
号
、
二
〇
二
二
）
が
詳
し
い
。

（
一
一
）　

東
京
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
館
の
歴
史
」

（
一
二
）　

東
京
都
美
術
館
『
東
京
都
美
術
館
生
み
の
親　

佐
藤
慶
太
郎
』
二
〇
一
二
年

（
一
三
）　
『
大
阪
城
物
語
』
国
勢
協
会
、
一
九
三
一
年

（
一
四
）　

毎
日
フ
ォ
ト
バ
ン
ク
「
白
い
羽
根
募
金　

募
金
箱
を
備
え
た
無
人
ス
タ
ン
ド
」、
撮
影
日
：

一
九
五
三
年
五
月
、
撮
影
場
所
：
東
京
・
数
寄
屋
橋

（
一
五
）　

毎
日
フ
ォ
ト
バ
ン
ク
「
忠
犬
ハ
チ
公
再
建
の
た
め
の
渋
谷
駅
前
の
募
金
箱
」
撮
影
日
：

一
九
四
七
年
六
月
、
撮
影
場
所
：
東
京
・
渋
谷
駅
前

（
一
六
）　

朝
日
新
聞
フ
ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
「
第
四
十
四
回
大
会　

外
野
席
入
口
に
設
置
さ
れ
た
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
募
金
箱
」」
撮
影
日
：
一
九
六
二
年
八
月
十
二
日
、
撮
影
場
所
：
大
阪
・

阪
神
甲
子
園
球
場

（
一
七
）　

浜
松
市
博
物
館
「
浜
松
城　

築
城
か
ら
現
代
へ
」
展
覧
会
図
録
、
二
〇
二
〇
年
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